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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サーバ装置が、活動希望者用画面を出力表示している活動希望者用利用者端末から活動
希望情報を受信して記録した後、日程決定者用画面を出力表示している日程決定者用利用
者端末からの要求に応じて前記活動希望情報を前記日程決定者用利用者端末に返信する活
動希望情報連絡システムであって、
　前記サーバ装置は、
　前記活動希望者用利用者端末から送信された活動希望者の一セットの登録情報を受信す
ることにより作成される一の登録活動希望者アカウントについて一の記録域として確保さ
れる登録活動希望者情報記録域、
　前記日程決定者用画面において前記活動希望者が登録活動希望者であることを示す活動
希望者表記情報を記録する活動希望者表記情報記録域、
　前記日程決定者用利用者端末から送信された日程決定者の一セットの登録情報を受信す
ることにより作成される一の登録日程決定者アカウントについて一の記録域として確保さ
れる登録日程決定者情報記録域、
　前記活動希望者用画面において前記日程決定者が登録日程決定者であることを示す日程
決定者表記情報を記録する日程決定者表記情報記録域、
　前記登録活動希望者が活動を希望する一又は複数の登録日程決定者に関する情報を記録
する希望先情報記録域、
　前記登録活動希望者が活動を希望する一又は複数の希望日程の開始日時および終了日時
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に関する情報を記録するとともに、一部又は全部の日程が重複し優先度が異なる複数の希
望日程を、その優先度とともに有効なものとして記録することができる希望日程情報記録
域、
　前記希望日程情報記録域に記録された開始日時および終了日時を有する各希望日程にお
いて、前記登録活動希望者が前記希望先情報記録域に記録された希望先に含まれる一又は
複数の登録日程決定者の活動を行う希望の強さであって、予め用意された三段階以上の強
度から選択した希望強度に関する情報を記録する希望強度情報記録域、
　前記日程決定者用利用者端末からの要求があった場合に、当該要求が前記希望先情報記
録域に記録された登録日程決定者の登録日程決定者アカウントでログインした日程決定者
用利用者端末からのものであり、かつ、当該要求された活動希望情報が当該要求を行った
前記登録日程決定者の活動の日程を希望する登録活動希望者に関する情報であることを条
件に、前記希望強度情報記録域に記録された、当該要求を行った登録日程決定者の活動を
行う希望強度を返信する希望強度返信手段、
　前記希望日程情報記録域において、一部又は全部の日程が重複し優先度が異なる複数の
希望日程が有効なものとして記録されている場合において、前記登録活動希望者が希望す
る一又は複数の希望日程の開始日時および終了日時を優先度の高い順に日程が重複しない
ように決定する日程開始終了日時決定手段、ならびに
　前記希望日程情報記録域において、一部又は全部の日程が重複し優先度が同一の複数の
希望日程を有効なものとしない同一優先度重複日程排除手段
を有することを特徴とする活動希望情報連絡システム。
【請求項２】
　前記希望日程情報記録域は、少なくとも、
　前記登録活動希望者により設定された条件であって、少なくとも有効化時期と曜日の条
件に従って有効化される平常時の希望日程を記録する平常時希望日程情報記録域、ならび
に
　年月日が特定された開始日時および終了日時を有する希望日程を記録する変動希望日程
情報記録域
を有し、
　前記変動希望日程情報記録域に記録された有効な希望日程の優先度は、前記平常時希望
日程情報記録域に記録された有効な希望日程の優先度よりも高い
ことを特徴とする請求項１に記載の活動希望情報連絡システム。
【請求項３】
　前記サーバ装置は、さらに、
　前記登録日程決定者アカウントでログイン中の日程決定者用利用者端末から、活動日程
を決定する要求があった際に、当該要求された活動日程は前記登録活動希望者が当該登録
日程決定者の活動を行うことを希望する希望強度が設定値以上に強いことを条件に、当該
登録活動希望者への承認要求なしに、前記希望強度情報記録域に記録された、当該希望日
程の一部又は全部と重なる希望日程における他の登録日程決定者の活動を行う希望強度を
最も弱い強度に変更する活動日程即時決定手段
を有することを特徴とする請求項１または２に記載の活動希望情報連絡システム。
【請求項４】
　サーバ装置が、活動希望者用画面を出力表示している活動希望者用利用者端末から活動
希望情報を受信して記録した後、日程決定者用画面を出力表示している日程決定者用利用
者端末からの要求に応じて前記活動希望情報を前記日程決定者用利用者端末に返信する活
動希望情報連絡システムであって、
　前記サーバ装置は、
　前記活動希望者用利用者端末から送信された活動希望者の一セットの登録情報を受信す
ることにより作成される一の登録活動希望者アカウントについて一の記録域として確保さ
れる登録活動希望者情報記録域、
　前記日程決定者用画面において前記活動希望者が登録活動希望者であることを示す活動
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希望者表記情報を記録する活動希望者表記情報記録域、
　前記日程決定者用利用者端末から送信された日程決定者の一セットの登録情報を受信す
ることにより作成される一の登録日程決定者アカウントについて一の記録域として確保さ
れる登録日程決定者情報記録域、
　前記活動希望者用画面において前記日程決定者が登録日程決定者であることを示す日程
決定者表記情報を記録する日程決定者表記情報記録域、
　前記登録活動希望者が活動を希望する一又は複数の登録日程決定者に関する情報を記録
する希望先情報記録域、
　前記登録活動希望者が活動を希望する一又は複数の希望日程の開始日時および終了日時
に関する情報を記録する希望日程情報記録域、
　前記希望日程情報記録域に記録された開始日時および終了日時を有する各希望日程にお
いて、前記登録活動希望者が前記希望先情報記録域に記録された希望先に含まれる一又は
複数の登録日程決定者の活動を行う希望の強さであって、予め用意された三段階以上の強
度から選択した希望強度に関する情報を記録する希望強度情報記録域、
　前記日程決定者用利用者端末からの要求があった場合に、当該要求が前記希望先情報記
録域に記録された登録日程決定者の登録日程決定者アカウントでログインした日程決定者
用利用者端末からのものであり、かつ、当該要求された活動希望情報が当該要求を行った
前記登録日程決定者の活動の日程を希望する登録活動希望者に関する情報であることを条
件に、前記希望強度情報記録域に記録された、当該要求を行った登録日程決定者の活動を
行う希望強度を返信する希望強度返信手段、ならびに
　前記登録日程決定者アカウントでログイン中の日程決定者用利用者端末から、活動日程
を決定する要求があった際に、当該要求された活動日程は前記登録活動希望者が当該登録
日程決定者の活動を行うことを希望する希望強度が設定値以上に強いことを条件に、当該
登録活動希望者への承認要求なしに、前記希望強度情報記録域に記録された、当該希望日
程の一部又は全部と重なる希望日程における他の登録日程決定者の活動を行う希望強度を
最も弱い強度に変更する活動日程即時決定手段
を有することを特徴とする活動希望情報連絡システム。
【請求項５】
　前記活動はシフト勤務であり、前記登録活動希望者はシフト勤務を希望するシフト希望
者であり、前記登録日程決定者は、シフト希望者がシフト勤務を行う日程を決定するシフ
ト決定者であって、
　前記サーバ装置は、さらに、
　前記シフト決定者である前記登録日程決定者が予め決めた一又は複数のシフトパターン
を記録するシフトパターン記録域
を有し、
　前記シフトパターンは、それぞれ少なくとも、開始および終了の時分を含む
ことを特徴とする請求項１ないし４のいずれか一項に記載の活動希望情報連絡システム。
【請求項６】
　前記サーバ装置は、さらに、
　各シフトパターンについて、当該シフトパターンとのマッチ率が１００％の場合は希望
強度を出力表示し、１００％でない場合はマッチ率を出力表示する受注希望シフト表を作
成し、日程決定者用利用者端末に送信する受注希望シフト表作成手段
を有することを特徴とする請求項５に記載の活動希望情報連絡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、活動希望者と日程決定者を効率よくマッチング可能な活動希望情報連絡シス
テムに関する。
【背景技術】
【０００２】
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　アルバイトなどのシフト勤務を希望するシフト希望者と、そのシフト希望者がシフト勤
務を行う日程を決定するシフト決定者とをマッチングするのは難しい。シフト希望者から
すれば、自らが希望する内容及び時間帯で、でるだけシフト勤務に入りたいと考える。一
方、シフト決定者は、シフト希望者の希望どおりにシフト勤務を行う日程を決めていたら
、必要以上の人数が集まってしまったり、必要な人数が集まらなかったりすることから、
全体のバランスを考えて、シフト希望者に希望とは異なるシフト勤務を依頼したりするこ
とも多い。シフト希望者が積極的に希望してはいない日程であっても、シフト希望者はシ
フト勤務に入れることもあるからである。そのような細かい要望は、通常のシフト勤務作
成システムでは入力することができず、シフト決定者の直感やシフト希望者の人柄などに
よるところが大きかった。
【０００３】
　特許文献１には、サーバ装置が、受注者用画面を出力表示している利用者端末から仕事
受注可能情報を受信して記録した後、利用者端末からの要求に応じて返信することにより
、前記利用者端末が前記仕事受注可能情報を発注者用画面に出力表示する仕事受注可能情
報連絡システムであって、前記サーバ装置は、利用者端末から送信された受注者の一セッ
トの登録情報を受信することにより作成される一の登録受注者アカウントについて一の記
録域として確保される登録受注者情報記録域、前記受注者が発注者用画面において特定の
登録受注者であることを示す受注者表記情報を記録する受注者表記記録域、利用者端末か
ら送信された受注可能情報閲覧者の一セットの登録情報を受信することにより作成される
一の登録発注者アカウントについて一の記録域として確保される登録発注者情報記録域、
前記受注可能情報閲覧者が、受注者用画面において特定の登録発注者であることを示す発
注者表記情報を記録する発注者表記記録域、前記登録受注者の空き日程の初日を特定する
ために必要な情報を記録する空き日程初日特定情報記録域、前記登録受注者情報記録域の
それぞれに設けられ、受注可能案件の属性を記録する一又は複数の案件属性記録域をそれ
ぞれの記録域において有する一又は複数の受注可能案件記録域、および、前記のすべての
受注可能案件を発注者用画面に表示可能とする連絡先である登録発注者を記録した連絡先
記録域を含むサービスグループ記録域、利用者端末からの要求に応じて仕事受注可能情報
を返信する際に、前記利用者端末又は前記サーバ装置において、その当日の年月日と空き
日程初日特定情報記録域に記録された情報から、空き日程の初日を算出する空き日程初日
算出手段、前記の空き日程の初日を算出する際に、さらに、その当日の年月日から当該空
き日程の初日までの日数または営業日数を算出し、前記発注者用画面において当該空き日
程の初日と当該日数または営業日数とを相互に隣接するように当該登録受注者の受注者表
記とともに表示させる空き日程初日迄日数算出表示手段、ならびに、その当日から前記空
き日程の初日までの日数の半分以下である日数又は時間数を記録する小型案件受注可能情
報記録域を有することを特徴とする仕事受注可能情報連絡システムが記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第６１６３６２９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　シフト希望者（活動希望者）が希望する内容、時間帯及び希望の程度などを入力し、シ
フト決定者（日程決定者）がそれらを分かりやすく確認することができれば、活動希望者
と日程決定者を効率よくマッチング可能と考えられるが、そのようなシステムは存在しな
かった。
【０００６】
　そこで、本発明は、活動希望者と日程決定者を効率よくマッチング可能な活動希望情報
連絡システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【０００７】
　本発明に係る活動希望情報連絡システムは、
　サーバ装置が、活動希望者用画面を出力表示している活動希望者用利用者端末から活動
希望情報を受信して記録した後、日程決定者用画面を出力表示している日程決定者用利用
者端末からの要求に応じて前記活動希望情報を前記日程決定者用利用者端末に返信する活
動希望情報連絡システムであって、
　前記サーバ装置は、
　前記活動希望者用利用者端末から送信された活動希望者の一セットの登録情報を受信す
ることにより作成される一の登録活動希望者アカウントについて一の記録域として確保さ
れる登録活動希望者情報記録域、
　前記日程決定者用画面において前記活動希望者が登録活動希望者であることを示す活動
希望者表記情報を記録する活動希望者表記情報記録域、
　前記日程決定者用利用者端末から送信された日程決定者の一セットの登録情報を受信す
ることにより作成される一の登録日程決定者アカウントについて一の記録域として確保さ
れる登録日程決定者情報記録域、
　前記活動希望者用画面において前記日程決定者が登録日程決定者であることを示す日程
決定者表記情報を記録する日程決定者表記情報記録域、
　前記登録活動希望者が活動を希望する一又は複数の登録日程決定者に関する情報を記録
する希望先情報記録域、
　前記登録活動希望者が活動を希望する一又は複数の希望日程の開始日時および終了日時
に関する情報を記録するとともに、一部又は全部の日程が重複し優先度が異なる複数の希
望日程を、その優先度とともに有効なものとして記録することができる希望日程情報記録
域、
　前記希望日程情報記録域に記録された開始日時および終了日時を有する各希望日程にお
いて、前記登録活動希望者が前記希望先情報記録域に記録された希望先に含まれる一又は
複数の登録日程決定者の活動を行う希望の強さであって、予め用意された三段階以上の強
度から選択した希望強度に関する情報を記録する希望強度情報記録域、
　前記日程決定者用利用者端末からの要求があった場合に、当該要求が前記希望先情報記
録域に記録された登録日程決定者の登録日程決定者アカウントでログインした日程決定者
用利用者端末からのものであり、かつ、当該要求された活動希望情報が当該要求を行った
前記登録日程決定者の活動の日程を希望する登録活動希望者に関する情報であることを条
件に、前記希望強度情報記録域に記録された、当該要求を行った登録日程決定者の活動を
行う希望強度を返信する希望強度返信手段、
　前記希望日程情報記録域において、一部又は全部の日程が重複し優先度が異なる複数の
希望日程が有効なものとして記録されている場合において、前記登録活動希望者が希望す
る一又は複数の希望日程の開始日時および終了日時を優先度の高い順に日程が重複しない
ように決定する日程開始終了日時決定手段、ならびに
　前記希望日程情報記録域において、一部又は全部の日程が重複し優先度が同一の複数の
希望日程を有効なものとしない同一優先度重複日程排除手段
を有する。
　また、本発明に係る活動希望情報連絡システムは、
　サーバ装置が、活動希望者用画面を出力表示している活動希望者用利用者端末から活動
希望情報を受信して記録した後、日程決定者用画面を出力表示している日程決定者用利用
者端末からの要求に応じて前記活動希望情報を前記日程決定者用利用者端末に返信する活
動希望情報連絡システムであって、
　前記サーバ装置は、
　前記活動希望者用利用者端末から送信された活動希望者の一セットの登録情報を受信す
ることにより作成される一の登録活動希望者アカウントについて一の記録域として確保さ
れる登録活動希望者情報記録域、
　前記日程決定者用画面において前記活動希望者が登録活動希望者であることを示す活動
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希望者表記情報を記録する活動希望者表記情報記録域、
　前記日程決定者用利用者端末から送信された日程決定者の一セットの登録情報を受信す
ることにより作成される一の登録日程決定者アカウントについて一の記録域として確保さ
れる登録日程決定者情報記録域、
　前記活動希望者用画面において前記日程決定者が登録日程決定者であることを示す日程
決定者表記情報を記録する日程決定者表記情報記録域、
　前記登録活動希望者が活動を希望する一又は複数の登録日程決定者に関する情報を記録
する希望先情報記録域、
　前記登録活動希望者が活動を希望する一又は複数の希望日程の開始日時および終了日時
に関する情報を記録する希望日程情報記録域、
　前記希望日程情報記録域に記録された開始日時および終了日時を有する各希望日程にお
いて、前記登録活動希望者が前記希望先情報記録域に記録された希望先に含まれる一又は
複数の登録日程決定者の活動を行う希望の強さであって、予め用意された三段階以上の強
度から選択した希望強度に関する情報を記録する希望強度情報記録域、
　前記日程決定者用利用者端末からの要求があった場合に、当該要求が前記希望先情報記
録域に記録された登録日程決定者の登録日程決定者アカウントでログインした日程決定者
用利用者端末からのものであり、かつ、当該要求された活動希望情報が当該要求を行った
前記登録日程決定者の活動の日程を希望する登録活動希望者に関する情報であることを条
件に、前記希望強度情報記録域に記録された、当該要求を行った登録日程決定者の活動を
行う希望強度を返信する希望強度返信手段、ならびに
　前記登録日程決定者アカウントでログイン中の日程決定者用利用者端末から、活動日程
を決定する要求があった際に、当該要求された活動日程は前記登録活動希望者が当該登録
日程決定者の活動を行うことを希望する希望強度が設定値以上に強いことを条件に、当該
登録活動希望者への承認要求なしに、前記希望強度情報記録域に記録された、当該希望日
程の一部又は全部と重なる希望日程における他の登録日程決定者の活動を行う希望強度を
最も弱い強度に変更する活動日程即時決定手段
を有する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、活動希望者と日程決定者を効率よくマッチング可能な活動希望情報連
絡システムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の一実施形態に係る活動希望情報連絡システムを示す概略構成図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る活動希望情報連絡システムにおいて、日程決定者用画
面に表示される登録活動希望者の活動希望情報一覧表である。
【図３】本発明の一実施形態に係る活動希望情報連絡システムにおいて、日程決定者用画
面に表示される登録活動希望者のシフト勤務マッチング状況一覧表である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施形態について、適宜図面を参照しつつ説明する。図１は、本発明の
一実施形態に係る活動希望情報連絡システムを示す概略構成図である。
【００１１】
　本発明の活動希望情報連絡システムは、少なくとも、サーバ装置３が、活動希望者用画
面１ｓを出力表示している活動希望者用利用者端末１から活動希望情報を受信して記録し
た後、日程決定者用画面２ｓを出力表示している日程決定者用利用者端末２からの要求に
応じて、上記の活動希望情報を日程決定者用利用者端末２に返信するものである。これに
より、発注者となる日程決定者は、日程決定者用利用者端末２に出力表示された日程決定
者用画面２ｓにおいて、受注者となる活動希望者の活動希望情報を閲覧することができる
。
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【００１２】
　ここで、受注者となる活動希望者は、活動を行う受注者本人でもよく、法人の営業担当
者のように受注者本人でなくてもよい。発注者となる日程決定者は、活動を提供する発注
者本人のみならず、単なる市場調査を目的とした情報を閲覧したり、他の発注者に対して
活動を紹介したりする閲覧者をも含み、閲覧者であっても以下で述べる登録日程決定者ア
カウントを取得して、登録日程決定者として本システムを利用することができる。
【００１３】
　サーバ装置３は、大きく分けて、通常は受注者となる活動希望者に関する情報を記録・
保存する登録活動希望者情報記録域１０と、通常は発注者となる日程決定者に関する情報
を記録・保存する登録日程決定者情報記録域２０を有している。サーバ装置３は、その他
の記録域を有していても構わない。また、サーバ装置３が有する記録域に記録・保存され
た情報を活動希望者用利用者端末１及び／又は日程決定者用利用者端末２に表示させたり
、活動希望者用利用者端末１及び／又は日程決定者用利用者端末２で入力された情報をサ
ーバ装置３が有する記録域に記録・保存させたり、そのための条件を確認したりする情報
受け渡し手段３０をも有している。情報受け渡し手段３０としては、本発明において明示
した各種手段だけでなく、サーバ装置３が所定の動作を行うために必要な手段をも含む。
なお、本明細書において「記録域」とは、ＨＤＤ、ＳＳＤ等の記録媒体中に設けられた記
録領域をいう。また、本明細書において「手段」とは、特定の処理をするプログラムをい
い、ｐｈｐプログラムのようにサーバ装置３において動作するものと、ｊａｖａｓｃｒｉ
ｐｔプログラムのように活動希望者用利用者端末１及び／又は日程決定者用利用者端末２
に送信されて動作する場合がある。
【００１４】
　まず、登録活動希望者情報記録域１０には、サーバ装置３が活動希望者用利用者端末１
から送信された活動希望者の一セットの登録情報を受信することで、当該活動希望者に対
応する一の登録活動希望者アカウントが作成され、当該活動希望者の登録情報を含む各種
情報を記録・保存する一の記録域が確保される。登録情報としては、少なくとも、ログイ
ンＩＤ、ログインパスワード、メールアドレス、登録活動希望者表記を含むことが好まし
く、一のメールアドレスに対して一のアカウントが作成されることが好ましい。
【００１５】
　登録活動希望者情報記録域１０は、日程決定者用画面２ｓにおいて活動希望者が登録活
動希望者であることを示す活動希望者表記情報を記録する活動希望者表記情報記録域１１
を有する。すなわち、登録活動希望者は、活動希望者用利用者端末１から、日程決定者用
画面２ｓに自らが登録活動希望者であることを出力表示させるための活動希望者表記情報
を入力し、サーバ装置３がその情報を受信し、活動希望者表記情報記録域１１に記録する
。活動希望者表記情報記録域１１に記録された活動希望者表記情報は、日程決定者用利用
者端末２に送信され、日程決定者用画面２ｓに出力表示される。活動希望者表記情報とは
、日程決定者用画面２ｓにおいて登録活動希望者を十分に特定できる情報であって、例え
ば、個人の氏名もしくは屋号、法人の名称、またはこれらの略称などが挙げられる。
【００１６】
　一方、登録日程決定者情報記録域２０には、サーバ装置３が日程決定者用利用者端末２
から送信された日程決定者の一セットの登録情報を受信することで、当該日程決定者に対
応する一の登録日程決定者アカウントが作成され、当該日程決定者の登録情報を含む各種
情報を記録・保存する一の記録域が確保される。登録情報としては、少なくとも、ログイ
ンＩＤ、ログインパスワード、メールアドレス、登録日程決定者表記を含むことが好まし
く、一のメールアドレスに対して一のアカウントが作成されることが好ましい。
【００１７】
　登録日程決定者情報記録域２０は、活動希望者用画面１ｓにおいて日程決定者が登録日
程決定者であることを示す日程決定者表記情報を記録する日程決定者表記情報記録域２１
を有する。すなわち、登録日程決定者は、日程決定者用利用者端末２から、活動希望者用
画面１ｓに自らが登録日程決定者であることを出力表示させるための日程決定者表記情報
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を入力し、サーバ装置３がその情報を受信し、日程決定者表記情報記録域２１に記録する
。日程決定者表記情報記録域２１に記録された日程決定者表記情報は、活動希望者用利用
者端末１に送信され、活動希望者用画面１ｓに出力表示される。日程決定者表記情報とは
、活動希望者用画面１ｓにおいて登録日程決定者を十分に特定できる情報であって、例え
ば、個人の氏名もしくは屋号、法人の名称、またはこれらの略称などが挙げられる。
【００１８】
　登録活動希望者情報記録域１０は、さらに、登録活動希望者の活動希望情報を記録する
活動希望情報記録域１２として、少なくとも、希望先情報記録域１２１、希望日程情報記
録域１２２、及び希望強度情報記録域１２３を有する。
【００１９】
　希望先情報記録域１２１には、登録活動希望者が活動を希望する一又は複数の登録日程
決定者に関する情報が記録される。すなわち、登録活動希望者は、活動希望者用画面１ｓ
に出力表示されている登録日程決定者及びその日程決定者表記情報を確認し、どの登録日
程決定者の活動を希望するかを選択し、その情報が希望先情報記録域１２１に記録される
。登録活動希望者が選択する登録日程決定者は１つのみでも複数でもよい。登録活動希望
者は、登録活動希望者にとって興味のある活動を提供していて、登録活動希望者が活動を
希望する可能性のある登録日程決定者を選択し、その情報が希望先情報記録域１２１に記
録される。
【００２０】
　希望日程情報記録域１２２には、登録活動希望者が活動を希望する一又は複数の希望日
程の開始日時および終了日時に関する情報が記録される。すなわち、登録活動希望者は、
活動希望者用画面１ｓから、活動を希望する希望日程の開始日時および終了日時を入力し
、その情報が希望日程情報記録域１２２に記録される。登録活動希望者が入力する希望日
程の開始日時および終了日時は１つのみでも複数でもよい。登録活動希望者は、登録活動
希望者が何らかの活動をしようとする（又はすることができる）希望日程の開始日時およ
び終了日時を入力し、その情報が希望日程情報記録域１２２に記録される。
【００２１】
　希望強度情報記録域１２３には、希望日程情報記録域１２２に記録された開始日時およ
び終了日時を有する各希望日程において、登録活動希望者が希望先情報記録域１２１に記
録された希望先に含まれる一又は複数の登録日程決定者の活動を行う希望の強さであって
、予め用意された三段階以上の強度から選択した希望強度に関する情報を記録する。すな
わち、活動希望者用画面１ｓには、登録活動希望者が活動を希望する希望日程の開始日時
および終了日時ごとに、登録活動希望者が活動を希望する一又は複数の登録日程決定者に
関する情報が表示されているので、登録活動希望者は、当該登録日程決定者の活動の希望
強度をそれぞれ選択し、その情報が希望強度情報記録域１２３に記録される。
【００２２】
　希望強度は、例えば、［１］：当該登録日程決定者の活動を希望しない、［２］：当該
登録日程決定者の活動をやってもよい、［３］：当該登録日程決定者の活動を積極的にや
りたい、の三段階とすることができる。さらに［２］及び／又は［３］の希望強度を細か
く分けて、希望強度を四段階以上としてもよい。登録活動希望者は、全ての希望日程にお
いて全ての登録日程決定権者の活動の希望強度を選択することになるが、それには手間も
かかる。そこで、デフォルト値を［１］（当該登録日程決定者の活動を希望しない）に設
定することが好ましい。こうすることで、デフォルト値の希望強度を変更しない限り当該
活動を希望しないことになるため、希望する活動のみ希望強度を変更すればよく、また意
に反して活動を希望した状態になることを避けることができる。
【００２３】
　そして、サーバ装置３は、日程決定者用利用者端末２からの要求があった場合に、当該
要求が希望先情報記録域１２１に記録された登録日程決定者の登録日程決定者アカウント
でログインした日程決定者用利用者端末２からのものであり、かつ、当該要求された活動
希望情報が当該要求を行った登録日程決定者の活動の日程を希望する登録活動希望者に関
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する情報であることを条件に、希望強度情報記録域１２３に記録された、当該要求を行っ
た登録日程決定者の活動を行う希望強度を返信する希望強度返信手段３１を有する。すな
わち、登録活動希望者が活動を希望する登録日程決定者は、自らの活動を希望する登録活
動希望者の情報、その登録活動希望者が活動を希望する一又は複数の希望日程の開始日時
および終了日時に関する情報、及びその各希望日程において登録活動希望者が活動を行う
希望強度を、日程決定者用利用者端末２の日程決定者用画面２ｓにて確認することができ
る。
【００２４】
　こうすることで、登録日程決定者は、自らの活動に参加する意志のある登録活動希望者
を、その登録活動希望者が希望する希望日程及び希望強度を含めて確認することができる
ようになる。すなわち、登録日程決定者は、登録活動希望者が希望する希望日程及び希望
強度を考慮しながら、自らの活動に参加してもらう登録活動希望者を決定することができ
るので、マッチングが不調になる可能性が下がり、活動希望者と日程決定者を効率よくマ
ッチングすることが可能となる。
【００２５】
　サーバ装置３は、さらに、希望強度返信手段３１が希望強度を返信する際に、当該希望
日程において登録活動希望者が希望する活動の中での、登録日程決定者の活動の希望強度
が強い方からの希望強度順位を返信する希望強度順位返信手段３２を有することが好まし
い。例えば、登録活動希望者がある希望日程において複数の登録日程決定者の活動を希望
している場合、それぞれの活動に対して希望強度が入力されることになるが、当然ながら
その希望強度は登録日程決定者の活動により異なる場合がある。登録日程決定者にとって
は、自らの活動を希望する希望強度が、他の登録日程決定者の活動を希望する希望強度よ
り強いのか弱いのかという相対的な希望強度に関する情報は有用である。そこで、登録日
程決定者の活動の希望強度が強い方からの希望強度順位を返信することが好ましい。
【００２６】
　こうすることで、登録日程決定者は、自らの活動に参加する意志のある登録活動希望者
が、他の活動も希望している場合であっても、自らの活動の希望強度順位を確認すること
ができるようになる。すなわち、登録日程決定者は、登録活動希望者が希望する希望日程
及び希望強度という絶対的な希望だけでなく、希望強度順位という相対的な希望をも考慮
しながら、自らの活動に参加してもらう登録活動希望者を決定することができるので、マ
ッチングが不調になる可能性がより下がり、活動希望者と日程決定者を効率よくマッチン
グすることが可能となる。
【００２７】
　なお、当該希望日程において登録活動希望者が希望する活動の数が１つの場合は、必ず
「１位」となる。また、希望強度が最も弱い場合（先の例における［１］：当該登録日程
決定者の活動を希望しない）には、この希望強度順位を返信しなくても構わない。希望強
度順位のカウント及び記録は、リアルタイムで行ってもよく、希望強度返信手段３１が希
望強度を返信するタイミングで際に行ってもよい。
【００２８】
　サーバ装置３は、さらに、希望強度返信手段３１が希望強度を返信する際に、当該希望
日程において登録活動希望者が希望する活動のうち希望強度が同一の登録日程決定者の数
を返信する希望強度同順位数返信手段３２１を有することが好ましい。例えば、登録活動
希望者がある希望日程において複数の登録日程決定者の活動を希望しており、全ての活動
の希望強度が同一に設定される（どれでもいいから活動したい場合）ことも想定される。
その場合、希望強度順位は「１位」となるが、希望強度が同一の登録日程決定者の数によ
って希望の程度は異なることになり、登録日程決定者にとっては、希望強度が同一の登録
日程決定者の数に関する情報は有用である。そこで、希望強度が同一の登録日程決定者の
数を返信することが好ましい。
【００２９】
　こうすることで、登録日程決定者は、自らの活動に参加する意志のある登録活動希望者
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が、他の活動も同一の希望強度順位で希望している場合であっても、自らの活動を希望す
る希望の程度を確認することができるようになる。すなわち、登録日程決定者は、希望強
度順位だけでなく、希望強度が同一の登録日程決定者の数をも考慮しながら、自らの活動
に参加してもらう登録活動希望者を決定することができるので、マッチングが不調になる
可能性がより下がり、活動希望者と日程決定者を効率よくマッチングすることが可能とな
る。
【００３０】
　サーバ装置３は、さらに、希望強度返信手段３１が希望強度を返信する際に、当該希望
日程において希望強度が選択された登録日程決定者のうち最も弱い希望強度が選択された
登録日程決定者を除く当該登録日程決定者の数以上である、当該登録活動希望者が設定し
た希望先総数を返信する希望先数返信手段３２２を有することが好ましい。登録日程決定
者にとっては、登録活動希望者が活動を希望している希望先の総数に関する情報は有用で
あるので、当該希望先総数を返信することが好ましい。なお、この希望先総数は、当該希
望日程において希望強度が選択された登録日程決定者のうち最も弱い希望強度（先の例に
おける［１］：当該登録日程決定者の活動を希望しない）が選択された登録日程決定者を
除く当該登録日程決定者の数と基本的に一致することになるが、登録活動希望者が本シス
テムで管理されていない活動も希望している可能性を考慮し、希望先総数は自動計算され
るのではなく、登録活動希望者が設定できるようにすることが好ましい。
【００３１】
　サーバ装置３は、さらに、希望日程情報記録域１２３に記録された開始日時および終了
日時を有する各希望日程において、当該希望日程の総時間数のうち、登録活動希望者が活
動のために拘束可能な時間数である拘束可能時間および／または総時間数に対する拘束可
能時間の比率である拘束可能時間率を記録する拘束可能度記録域１２２１を有することが
好ましい。こうすることで、例えば、終日どの時間帯でも活動可能であるが他の事情から
活動時間を限定したい場合や、活動が労働だった場合に法律上全ての時間体を拘束できな
い場合に、拘束可能時間および／または拘束可能時間率を設定することができる。
【００３２】
　そして、サーバ装置３は、さらに、希望強度返信手段３１が希望強度を返信する際に、
当該希望日程の拘束可能時間および／または拘束可能時間率を返信する拘束可能度返信手
段３３を有することが好ましい。こうすることで、登録日程決定者は、自らの活動に参加
する意志のある登録活動希望者が、当該希望日程の総時間数のうちの拘束可能時間および
／または拘束可能時間率を確認することができるようになる。すなわち、登録日程決定者
は、拘束可能時間および／または拘束可能時間率をも考慮しながら、自らの活動に参加し
てもらう登録活動希望者を決定することができるので、マッチングが不調になる可能性が
より下がり、活動希望者と日程決定者を効率よくマッチングすることが可能となる。
【００３３】
　希望日程情報記録域１２２は、一部又は全部の日程が重複し優先度が異なる複数の希望
日程を、その優先度とともに有効なものとして記録することができることが好ましい。具
体例で説明すると、登録活動希望者が、ある日は終日（０時～２４時）いつでも活動する
ことができるものの、そのうち特定の時間帯（例えば１３～１６時）に行う活動を優先し
たい状況を想定する。この場合、登録活動希望者は、その日の０時～２４時を希望日程と
しつつ、同一の日の重複する時間帯である１３～１６時を別の希望日程とし、後者の優先
度を高く設定することが考えられる。
【００３４】
　希望日程情報記録域１２２において、一部又は全部の日程が重複し優先度が異なる複数
の希望日程が有効なものとして記録されている場合、サーバ装置３は、さらに、登録活動
希望者が希望する一又は複数の希望日程の開始日時および終了日時を優先度の高い順に日
程が重複しないように決定する日程開始終了日時決定手段３４を有することが好ましい。
すなわち、前述の具体例で説明すると、登録活動希望者は、その日の０時～２４時を希望
日程としつつ、同一の日の重複する時間帯である１３～１６時を別の希望日程としている
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ことから、このままでは、それぞれの希望日程で異なる活動が決定してしまう可能性があ
る。そこで、登録活動希望者が、優先度の低い希望日程の活動を決定しようとする際に、
日程開始終了日時決定手段３４が、優先度の高い希望日程の活動が決定しているか否かを
確認し、既に優先度の高い希望日程の活動が決定している場合には、その希望日程と重複
しないように優先度の低い時間帯における希望日程の活動を行う日程を決定する。こうす
ることで、それぞれの希望日程で異なる活動が決定することを避けることができる。
【００３５】
　また、上記の場合、希望日程情報記録域１２２において、一部又は全部の日程が重複し
優先度が同一の複数の希望日程を有効なものとしない同一優先度重複日程排除手段３５と
を有することが好ましい。あくまでも、一部又は全部の日程が重複する複数の希望日程を
記録する場合は、それらに異なる優先度を設定することを条件とする趣旨である。すなわ
ち、仮に、登録活動希望者が複数の希望日程に同一の優先度を設定しようとした場合には
、そのことを同一優先度重複日程排除手段３５が検出し、その希望日程の設定を無効とす
ることが好ましい。
【００３６】
　また、登録活動希望者は、特定の時期や曜日の条件を満たす日程を全て希望日程としつ
つ（例えば特定の曜日には基本的に何らかの活動したい）、ただしその特定の条件を満た
す日程であっても、ある特定の日だけは優先度を高くしたり時間帯を変更したいという要
望を持っていることが考えられる。そこで、希望日程情報記録域１２２は、登録活動希望
者により設定された条件であって、少なくとも有効化時期と曜日の条件に従って有効化さ
れる平常時の希望日程を記録する平常時希望日程情報記録域１２２２と、年月日が特定さ
れた開始日時および終了日時を有する希望日程を記録する変動希望日程情報記録域１２２
３とを有することが好ましい。そして、変動希望日程情報記録域１２２３に記録された有
効な希望日程の優先度を、平常時希望日程情報記録域１２２２に記録された有効な希望日
程よりも高くすることが好ましい。こうすることで、登録活動希望者が上記のような要望
を持っている場合でも対応が可能となる。
【００３７】
　本発明の活動希望情報連絡システムにより活動が決定するプロセスとしては、通常、以
下の（ａ）～（ｆ）の順での操作・確認が必要になると考えられる。
（ａ）登録活動希望者は、活動希望者用利用者端末１にて、希望する活動に関する各種情
報（希望先、希望日程、希望強度など）を入力する。
（ｂ）登録日程決定者は、日程決定者用利用者端末２にて、活動日程を決定する。
（ｃ）登録日程決定者は、当該活動日程において自らの活動を行うことを希望している登
録活動希望者の各種情報（活動希望者、希望日程、希望強度など）を確認する。
（ｄ）登録日程決定者は、日程決定者用利用者端末２にて、自らの活動を行ってもらう登
録活動希望者を選定し、オンラインで活動を依頼する旨を打診する。
（ｅ）登録活動希望者は、活動希望者用利用者端末１にて、自らが希望する活動のうちオ
ンラインで活動を依頼する旨の打診があった活動の有無及び内容を確認する。
（ｆ）登録活動希望者は、活動希望者用利用者端末１にて、オンラインで活動を依頼する
旨の打診があった活動を行うことを承認する。
　しかし、登録活動希望者が希望している希望日程と、登録日程決定者が活動を提供する
ことができる活動日程とがある程度重複しており、その活動の希望強度がある程度強い状
況であれば、上記（ｅ）～（ｆ）のプロセスをカットして、上記（ｄ）の打診と同時に確
定させてしまっても構わないと考えられる。
【００３８】
　そこで、サーバ装置３は、さらに、登録日程決定者アカウントでログイン中の日程決定
者用利用者端末２から、活動日程を決定する要求があった際に、当該要求された活動日程
は登録活動希望者が当該登録日程決定者の活動を行うことを希望する希望強度を選択した
希望日程との重複率が設定値以上であり、その希望強度が設定値以上に強いことを条件に
、当該登録活動希望者への承認要求なしに、希望強度情報記録域１２３に記録された、当
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該希望日程において当該要求を行った登録日程決定者の活動を行う希望強度を最も強い強
度に変更し、希望強度情報記録域１２３に記録された、当該希望日程の一部又は全部と重
なる希望日程における他の登録日程決定者の活動を行う希望強度を最も弱い強度に変更す
る活動日程即時決定手段３６を有することが好ましい。すなわち、登録活動希望者が希望
している希望日程と登録日程決定者が活動を提供することができる活動日程とが設定値以
上に重複しており、その活動の希望強度が設定値以上に強い場合には、即時に当該登録日
程決定者の活動を当該登録活動希望者が行うことに決定するものとし、自動的に、その活
動の希望強度を最も強い強度に変更するとともに、他の活動の希望強度を最も弱い強度（
当該活動を希望しない）に変更する。こうすることで、誤って他の活動について打診が届
いたり決定したりすることを避けることができる。例えば、登録活動希望者の希望日程と
登録日程決定者の活動日程との重複率が１００％であり、その活動の希望強度最も強い場
合に即時決定とすることができる。
【００３９】
　サーバ装置３は、さらに、一の登録日程決定者アカウントを主アカウントとし、他の一
又は複数の登録日程決定者アカウントをその従属アカウントとして、登録日程決定者アカ
ウントの主従関係を記録する日程決定者アカウント主従関係リスト記録域２２を有するこ
とが好ましい。この場合、サーバ装置３は、さらに、希望日程情報記録域１２２に記録さ
れた開始日時および終了日時を有する各希望日程において、希望先情報記録域１２１に記
録された主アカウントに従属する従属アカウントである希望先に含まれる一又は複数の登
録日程決定者の活動を行う希望の強さであって、予め用意された三段階以上の強度から選
択した希望強度に関する情報を記録する従属希望先希望強度情報記録域１２３１を有する
ことが好ましい。すなわち、活動希望者用画面１ｓには、登録活動希望者が活動を希望す
る希望日程の開始日時および終了日時ごとに、登録活動希望者が活動を希望する一又は複
数の登録日程決定者だけでなく、それに従属する登録日程決定者に関する情報も表示され
ているので、登録活動希望者は、当該従属する登録日程決定者の活動の希望強度を選択し
、その情報が従属希望先希望強度情報記録域１２３１に記録されることが好ましい。
【００４０】
　そして、サーバ装置３は、さらに、日程決定者用利用者端末２からの要求があった場合
に、当該要求が希望先情報記録域１２１に記録された登録日程決定者の主アカウント又は
これに従属する従属アカウントによってログインした日程決定者用利用者端末２からのも
のであり、かつ、当該要求された活動希望情報が当該要求を行った登録日程決定者の活動
の日程を希望する登録活動希望者に関する情報であることを条件に、従属希望先希望強度
情報記録域１２３１に記録された、当該要求を行った登録日程決定者の活動を行う希望強
度を返信する従属希望先希望強度返信手段３１１を有することが好ましい。すなわち、登
録活動希望者が活動を希望する登録日程決定者と主従関係を有する登録日程決定者は、そ
の活動を希望する登録活動希望者の情報、その登録活動希望者が活動を希望する一又は複
数の希望日程の開始日時および終了日時に関する情報、及びその各希望日程において登録
活動希望者が活動を行う希望強度を、日程決定者用利用者端末２の日程決定者用画面２ｓ
にて確認することができることが好ましい。
【００４１】
　要するに、例えば、親会社と子会社又は複数の関連会社がそれぞれ登録日程決定者とな
って、それぞれが活動を提供する場合を想定している。この場合に、その登録日程決定者
の主従関係を記録しておくことで、登録活動希望者は、主たる登録日程決定者の活動だけ
でなく従たる登録日程決定者の活動についても希望日程及び希望強度を入力することがで
き、登録活動希望者が希望する活動を提供している登録日程決定者と主従関係を有する登
録日程決定者は、登録活動希望者の情報を確認することができるようになる。
【００４２】
　本発明の活動希望情報連絡システムは、種々の活動に適用することができるが、特にア
ルバイト先などのシフト勤務の連絡システムとして適用することが好ましい。この場合、
登録活動希望者はシフト勤務を希望するシフト希望者であり、登録日程決定者はシフト希
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望者がシフト勤務を行う日程を決定するシフト決定者である。すなわち、本発明の活動希
望情報連絡システムは、シフト勤務を希望するシフト希望者と、そのシフト希望者がシフ
ト勤務を行う日程を決定するシフト決定者とを効率よくマッチングするシステムとして好
適である。
【００４３】
　この場合、サーバ装置３は、さらに、シフト決定者である登録日程決定者が予め決めた
一又は複数のシフトパターンを記録するシフトパターン記録域１３を有することが好まし
い。すなわち、シフト勤務では、例えば、早出（６時～１５時）、日勤（８時～１７時）
、遅出（１０時～１９時）、夜勤（１７時～翌４時）、深夜（２２時～翌７時）といった
シフトパターンを予め決めておくことが多いことから、それをサーバ装置３に記録できる
ことが好ましい。シフトパターンは、開始および終了の時分を含むことが好ましい。
【００４４】
　また、サーバ装置３は、さらに、各シフトパターンについて、当該シフトパターンとの
マッチ率が１００％の場合は希望強度を出力表示し、１００％でない場合はマッチ率を出
力表示する受注希望シフト表を作成し、日程決定者用利用者端末２に送信する受注希望シ
フト表作成手段３７を有することが好ましい。こうすることで、シフト決定者は、受注希
望シフト表を確認しながら、当該シフトパターンに入ることができそうなシフト希望者に
シフト勤務を依頼することができる。
【００４５】
　以上のような活動希望情報連絡システムにおいて、日程決定者用画面２ｓに表示される
登録活動希望者の活動希望情報一覧表の一例を図２に示し、日程決定者用画面２ｓに表示
される登録活動希望者のシフト勤務マッチング状況一覧表の一例を図３に示す。
【００４６】
　ここでは、次のような状況を仮定する。登録日程決定者の活動はシフト勤務である。シ
フト勤務のパターンは、早出（６時～１５時）、日勤（８時～１７時）、遅出（１０時～
１９時）、夜勤（１７時～翌４時）、深夜（２２時～７時）の５つである。Ａ、Ｂ、Ｃ、
Ｄ、及びＥ（以下、「Ａ～Ｅ」と称することがある。）は、当該登録日程権者の活動を希
望する登録活動希望者である。Ａは、基本的に「日勤」を希望しているが「遅出」でもい
いと考え、８時～１７時を希望強度３（積極的にやりたい）とし、１７時～１９時を希望
強度２（やってもよい）とし、その他の時間帯を希望強度１（希望しない）としている。
Ｂは、基本的に「夜勤」を希望しているが「深夜」でもいいと考え、１７時～翌４時を希
望強度３とし、４時～７時を希望強度２とし、その他の時間帯を希望強度１としている。
Ｃは、時間帯に関わらずとにかく毎日シフト勤務に入りたいと考え、全ての時間帯を希望
強度３としている。Ｄは、忙しいときにはお手伝いしたいと考え、基本的に全ての時間帯
を希望強度２としているが、７月３日の１８時以降はシフト勤務に入れるか現時点で不明
であるため希望日程自体を入力していない。Ｅは、７月２日の１３時まではシフト勤務に
入れないものの、７月２日の１３時以降はシフト勤務に入りたいと考え、７月２日の１３
時までを希望強度１とし、７月２日の１３時以降を希望強度３としている。
【００４７】
　以上のような登録活動希望者Ａ～Ｅの活動希望情報は、図２のように一覧表になって、
日程決定者用画面２ｓに表示される。すなわち、サーバ装置３は、日程決定者用画面２ｓ
を出力表示している日程決定者用利用者端末２からの要求に応じて、希望先情報記録域１
２１に当該登録日程決定者の活動を希望することが記録された登録活動希望者Ａ～Ｅの活
動希望情報として、希望日程情報記録域１２２に記録された希望日程及び希望強度情報記
録域１２３に記録された希望強度を日程決定者用利用者端末２に返信し、その情報が一覧
表になって日程決定者用画面２ｓに表示されている。日程決定者は、この一覧表により、
自らの活動（シフト勤務）を希望する登録活動希望者の希望日程及び希望強度を確認する
ことができる。
【００４８】
　なお、図２では、各登録活動希望者の希望日程における希望強度の違いを、ハッチング
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濃度により視覚的に表しているが、もちろん希望強度の数字を直接表示してもよい。また
、サーバ装置３が、希望強度順位返信手段３２、希望強度同順位数返信手段３２１、希望
先数返信手段３２２、又は拘束可能度返信手段３３を有する場合は、各登録活動希望者の
希望日程における希望強度に加えて、希望強度順位、同一の登録日程決定者の数、希望先
総数、拘束可能時間および／または拘束可能時間率を表示することもできる。こうするこ
とで、日程決定者は、この一覧表により、自らの活動（シフト勤務）を希望する登録活動
希望者の希望状況をより詳細に確認することができる。
【００４９】
　さらに、自らの活動を希望する登録活動希望者の希望日程及び希望強度から、シフト勤
務マッチング状況を一覧表にすることができる。例えば、図３のように、各日のシフトご
とに、全時間帯で希望強度３の場合は「◎」を、全時間帯で希望強度２～３（２の時間帯
あり）は「○」を、５０％超の時間帯で希望強度２～３の場合はそのマッチ率の数字を、
５０％超の時間帯で希望強度１の場合は「×」を、それ以外の場合を「？」を表示する方
法が考えられる。
【００５０】
　このとき、「◎」は、シフト勤務に入ることを積極的に希望していて、時間帯も完全に
マッチしているので、シフト勤務に入ることを依頼すれば決まる可能性が高いことが分か
る。「○」も時間帯が完全にマッチしているので、シフト勤務に入ることを依頼すれば決
まる可能性があることが分かる。それに対し、数字が表示されている場合は、登録活動希
望者が希望していない時間帯を含むため、登録活動希望者に時間を調整して貰うか、短時
間に切り分ける必要があることが分かる。「×」は、５０％を超える時間帯で登録活動希
望者は活動を希望していないため、シフト勤務に入って貰える可能性は低いことが分かる
。「？」は、希望日程が未入力の時間帯があるので、登録活動希望者に確認して都合が合
えば、シフト勤務に入って貰える可能性もあることが分かる。このように、日程決定者は
、この一覧表により、シフト勤務マッチング状況を確認することができる。なお、サーバ
装置３が活動日程即時決定手段３６を有する場合は、例えば、「◎」にポインタを合わせ
てクリックすることで、シフト勤務を即時決定できるようなシステムとすることができる
。
【００５１】
　以上のような本発明の活動希望情報連絡システムによれば、活動希望者と日程決定者を
効率よくマッチング可能となる。
【符号の説明】
【００５２】
１　　　　活動希望者用利用者端末
１ｓ　　　活動希望者用画面
２　　　　日程決定者用利用者端末
２ｓ　　　日程決定者用画面
３　　　　サーバ装置
１０　　　登録活動希望者情報記録域
１１　　　活動希望者表記情報記録域
１２　　　活動希望情報記録域
１２１　　希望先情報記録域
１２２　　希望日程情報記録域
１２２１　拘束可能度記録域
１２２２　平常時希望日程情報記録域
１２２３　変動希望日程情報記録域
１２３　　希望強度情報記録域
１２３１　従属希望先希望強度情報記録域
２０　　　登録日程決定者情報記録域
２１　　　日程決定者表記情報記録域
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２２　　　日程決定者アカウント主従関係リスト記録域
２３　　　シフトパターン記録域
３０　　　情報受け渡し手段
３１　　　希望強度返信手段
３１１　　従属希望先希望強度返信手段
３２　　　希望強度順位返信手段
３２１　　希望強度同順位数返信手段
３２２　　希望先数返信手段
３３　　　拘束可能度返信手段
３４　　　日程開始終了日時決定手段
３５　　　同一優先度重複日程排除手段
３６　　　活動日程即時決定手段
３７　　　受注希望シフト表作成手段

【図１】 【図２】

【図３】



(16) JP 6775248 B2 2020.10.28

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２０１２－１０３８１０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１７－１３４６１９（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０６Ｑ１０／００－９９／００


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

